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１　事業の概要

２　今後の事業の方向性
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129 136職員数（人）

成果指標
設定理由

（里親等委託推進関係）
・里親登録者の確保
・里親養育の質の担保
・地域の実情に応じた里親養育支援体制の構築
・里子を含めた児童に係る権利養護のしくみの構築

1,299,815543,652

うち一般財源

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

kodomo-katei@pref.nagano.lg.jpE-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

事業番号 04 08 02 事業改善シート （令和２年度実施事業分）

事　業　名 悩みや困難を抱える子どもと女性を守るための対策事業
部局

実施期間 不明

県民文化部 課・室
こども・家庭課・

児童相談・養育支援室

措置児童数に占める里
親等委託児童数の割合

８つの重点目標

5-5 子ども・若者が夢を持てる社会づくり

H30年度

【現　　状】

【目指す姿】

【実施内容】

・「長野県家庭的養護推進計画（H27～41）」及び「第４次長野県配偶者からの暴力の防止及び被害者のための
支援基本計画（H28～32）」の推進に向けた取組を行っている。
・児童虐待相談対応件数が増加する中、相談支援体制の整備や市町村や児童相談所をはじめとする関係機関の連
携強化を図る必要がある。

・配偶者からの暴力の防止等に関する啓発活動を行うとともに、市町村の相談体制強化を支援し、DV被害者等の
保護、救済を図り、自立を支援する。
・市町村や児童相談所等の相談支援体制の質の向上を図るとともに、住民等の児童虐待防止への理解・協力を促
進することにより、児童虐待の予防、早期発見・早期対応等を適切に行い、児童虐待を防止する。
・「長野県家庭的養護推進計画」に基づき、2029年度に社会的養護に占める家庭養護（里親・ＦＨ）の割合が３
分の１となることを目指すとともに、施設においてもより家庭的環境での養育が可能となるよう、各種支援を
行っていく。

975,371

999,936

目標値R1年度 R2年度

↗ 20.3%
(暫定） ↗ 20.6%

374,736 511,471

合計（A)

No 成果指標

女性保護事業、児童虐待防止強化事業、里親委託推進事業、新たな社会的養育推進事業　など

達成状況

総合的に展開する
重点政策

指標の状況及び目標値　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし ］

事業の現状
・目指す姿
(予算編成時)

区分（単位：千円） R1年度 R2年度

383,093前年度繰越

予
算
額

現計予算 975,371

1,383,029

事
 

業
 
コ
 

ス
 
ト

4

16.1%

（里親等委託推進関係）
・里親委託等推進委員会を中心に、多様な社会資源が連携
し、地域の実情に応じた里親養育支援・推進体制を構築す
る。
・市町村や里親会等と連携しながらコロナ禍に対応した制
度の広報啓発を行うことで、社会全体の理解度を高める。

（児童虐待防止関係）
・児童相談所の専門職員に係る資質向上を図るための研修
会やＯＪＴの充実を図る。
・県内全市町村に市町村子ども家庭総合支援拠点が設置さ
れるよう、研修会や児童相談所による支援の充実を図る。

里親委託の推進状況を評価する指標として適しているため

里親等委託率については前年度から2.1ポイント増加するも未達成。コロナ禍で里親新規登録に係るリクルートや、委託前の
児童と里親候補者の交流が制限された影響もあり、目標値には届かなかった。

課　　題　　等 今後の方向性

（児童虐待防止関係）
・児童相談所職員の資質向上
・市町村を含めた関係機関の連携強化
・児童家庭支援センター、市町村子ども家庭総合支援拠点などに
よる予防的支援の充実

✓ 女性相談センター及び福祉事務所における女性相談

・コロナ禍で増加傾向にあるＤＶなど女性に関する諸問題の相談及び助言を実施（延べ相談受付件数2,603件）

・ＤＶ問題等に対する理解と認識を深めるための講演会（Web）開催 参加者数 77名

✓ 児童相談所における相談

・児童虐待に関する通報等に迅速に対応し、被害者への支援を的確に実施

（相談受付件数5,773件）

・職員の相談援助技術向上を目的とした研修開催 参加者数 延べ468名

✓ 予期せぬ妊娠に悩む妊婦等支援事業（にんしんSOS事業）

・生活困窮、住居確保等も含めた一連の相談及び支援を実施（相談等受付件数210件）にんしんＳＯＳながの啓発カード

mailto:kodomo-katei@pref.nagano.lg.jp


・児童虐待に関わる市町村職員、児童相談所職員、施設職員を対象と
し、必要な知識及び技術を習得するための研修を実施した。
【延べ研修参加者数468名】

2
児童虐待・ＤＶ24時間
ホットライン

委託
・（公社）長野県社会福祉士会に委託し、児童虐待及びＤＶに関する
通告・通報及び相談を24時間365日受け付けた。
【受付相談数1,522件】

細事業
No.

細事業名
Ｒ１年度

3
千円

細事業
No.

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

1
児童虐待防止対策研修事
業

直接

13,119 14,287

千円

Ｒ１年度 Ｒ２年度
決　算 決　算

細事業名

児童虐待防止強化事業

2
2,970 661,775

千円 千円
児童福祉施設整備事業

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

1 児童福祉施設の整備 補助金
・小規模グループケア化の推進等のため、児童養護施設本体の改築の
ほか、地域小規模児童養護施設の創設や、既存施設の大規模修繕に要
する費用を補助した。【補助件数５件　補助額661,775千円】

・福祉施設等に委託し、婦人相談所以外への一時保護委託や、緊急避
難支援による保護委託を行った。
【保護委託（本人）延べ73人】

Ｒ１年度 Ｒ２年度
決　算 決　算

細事業名

千円
女性保護事業

委託

県民文化部 課・室 こども・家庭課・
児童相談・養育支援室

細事業
No.

部局事　業　名 悩みや困難を抱える子どもと女性を守るための対策事業

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

細事業名

事業番号 04 08 02 細事業一覧 （令和２年度実施事業分）

1
16,492 65,364

千円

Ｒ１年度
決　算

Ｒ２年度
決　算

直接

令和２年度　実施内容（実績）

・女性の各般にわたる諸問題の相談、指導助言。
【相談件数1,335件】

細事業
No.

No.

1

2

実施
方法

細事業を構成する主な取組

女性相談センターの管
理、運営

女性保護

Ｒ２年度
決　算 決　算

4 家庭福祉相談事業
25,620 27,305

千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

1
母子・父子自立支援員、
女性相談員の配置

直接
・保健福祉事務所に母子・父子自立支援員（10名）及び女性相談セン
ターに女性相談員（2名）配置し、ひとり親家庭やDV被害者等の女性に
対する相談・支援を実施した。【受付相談数1,152件】

細事業
No.

細事業名
Ｒ１年度 Ｒ２年度
決　算 決　算

5 子ども支援センター運営事業
10,280 9,655

千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

1
子どもの総合相談窓口の
運営

直接
・子どもからの相談や保護者、学校・施設関係者等からの子ども・子
育てに関する相談に対応した。
【相談件数　667件】

2 子ども支援委員会の開催 直接
・子ども支援委員会を開催し、子どもの人権侵害の救済申出案件の調
査・審議、相談対応への助言等を行った。
【開催数　４回】



県民文化部 課・室 こども・家庭課・
児童相談・養育支援室部局事　業　名 悩みや困難を抱える子どもと女性を守るための対策事業

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検事業番号 04 08 02 細事業一覧 （令和２年度実施事業分）

細事業
No.

細事業名
Ｒ１年度 Ｒ２年度
決　算 決　算

6 児童養護施設等の生活向上のための環境改善事業
20,298 40,807

千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

1

小規模グループケア実施
のための改修、児童の安
全確保のための備品整備
等、ファミリーホーム等
開設支援

補助金
・児童養護施設等２施設に対して、児童の生活向上に必要な設備の整
備等に必要な補助を実施
【補助件数２件　補助総額4,227千円】

2
社会福祉施設等感染拡大
防止対策事業

補助金
・感染防止のための衛生用品および感染症対策の徹底を図りながら事
業を継続的に実施していくために必要な経費等に対する補助を実施
【補助件数14件　補助総額21,180千円】

3
児童養護施設等における
ICT化推進事業

補助金
・児童福祉施設支援管理システムの導入及びライセンス保守に必要な
経費に対する補助により、情報の共有化やペーパーレス化等を支援
【補助件数２件　補助総額794千円】

細事業
No.

細事業名
Ｒ１年度 Ｒ２年度
決　算 決　算

7 児童相談所費（児童相談所運営費、一時保護所運営費）
161,549 163,316

千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

1 児童相談所運営費 直接
・児童福祉についての相談、調査、判定及び指導を行った。
【相談受付件数5,773件】

2 児童一時保護所運営費 直接
・児童相談所長が必要と認めた児童の一時保護の実施又は委託を行っ
た。
【一時保護児童数748人（年度中に保護解除となった実児童数）】

細事業
No.

細事業名
Ｒ１年度 Ｒ２年度
決　算 決　算

8 波田学院運営費
69,868 91,706

千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

1 波田学院運営 直接
・入所者の入退所、自立支援、施設設備の維持管理
・空調設備設置工事（管理教育棟）実施
【R2.4.1時点入所児童数10名】

細事業
No.

細事業名
Ｒ１年度 Ｒ２年度
決　算 決　算

9 松本あさひ学園運営費
199,311 199,038

千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

1
施設業務及び施設設備管
理に関する業務

指定管
理

・入所者の入退所、心理学的治療・生活指導、施設設備の維持管理に
関する業務を指定管理者に委託した。（指定管理者：長野県社会福祉
事業団）【入所児童数22名(R2.4.1時点）】

2
指定管理者選定会議の運
営、備品購入

直接
・指定管理者選定会議を２回開催し、次期（R3～R7年度）指定管理者
の指定を行った。
・洗濯機１台及び衣類乾燥機６台について買い替えを行った。



県民文化部 課・室 こども・家庭課・
児童相談・養育支援室部局事　業　名 悩みや困難を抱える子どもと女性を守るための対策事業

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検事業番号 04 08 02 細事業一覧 （令和２年度実施事業分）

細事業
No.

細事業名
Ｒ１年度 Ｒ２年度
決　算 決　算

10 里親委託推進事業
6,339 5,653

千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

1
里親委託業務及び普及啓
発

直接
・地域ごとに児童相談所等を中心に里親相談会の開催等により制度の
普及啓発を行った。
【新規里親登録者数　31世帯】※養育里親追加1家庭含む

細事業
No.

細事業名
Ｒ１年度 Ｒ２年度
決　算 決　算

11 新たな社会的養育推進事業費
17,681 20,777

千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

1
乳児院による包括的里親
支援事業

委託
・里親支援機関による質の高い里親養育を推進するため、うえだみな
み乳児院に包括的里親支援業務を委託した。
【問い合わせ41件、新規登録4家庭、年度末時点受託5家庭】

2
予期せぬ妊娠に悩む妊婦
等支援事業

委託
・うえだみなみ乳児院に委託し、予期せぬ妊娠に悩む妊婦等に対し、
医療機関、市町村等と連携して支援を実施した。
【支援件数　210件】

3
児童養護施設退所者アフ
ターケア促進事業

補助金
・退所者に対する各施設によるアフターケアの取組を支援した。
【施設数　11施設　対象者31人】

細事業
No.

細事業名
Ｒ１年度 Ｒ２年度
決　算 決　算

12 子ども家庭支援ネットワーク普及促進事業
125 132

千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

1 研修開催事業 直接

・「子ども家庭総合支援拠点の設置等による市町村相談支援体制の強
化について」をテーマに、日本大学鈴木秀洋准教授を講師とし研修会
を実施した。（約60名の参加）
・県内10市町村を対象に、モデル市町村を指定した。


